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生物の体を構成する細胞を操作してい

る生命の分子の主役はタンパク質です

が、その仕事の多くは他の分子になんら

かの作業を施すというものです。ゲノム

解析が進みゲノムの情報をもとに作られ

るタンパク質に関しても沢山のことが解

るようになると、各々のタンパク質が実に

巧妙に相手を見極めて仕事をこなしてい

ることが明らかになりました。外敵の侵入

から人体を守っている抗体は、ほとんど無

限に近い分子種集団の中から、たった一

種類の相手（抗原）を見つけだすことが

できます。これほど好みがはっきりしてい

るタンパク質が存在する一方で、細胞内

の分子の間での情報のやりとりを取仕

切っているカルモジュリンというタンパク

質は、周りの状況に応じてその好みを変

え、色々な相手に働きかけることができま

す。これらのタンパク質がどのように相手

を見極めているのかを知れば、その“す

ごさ”を実感することができます。私達は、

相手を見極めるタンパク質の素晴らしい

能力を活用し、病気を直したり、生活環

境の改善に役立つナノマシンを開発す

るときに使用するパーツのセットを用意す

るために、抗体の標的認識装置の部分

のみをとりだしたデータベースの開発を進

めています。

ゲノム情報をもとに生み出される生命の分子は
相手を見極める高性能マシン

林　宣宏 藤田保健衛生大学総合医科学研究所出展責任者
所 属
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細胞（生物）は、様々なタンパク質が協

力して働くことによって生きています。協

力して働くというのは、タンパク質が別の

タンパク質やその他の化合物と相互作

用しているということです。相互作用の

情報をゲノムだけから明らかにするのは

不可能なので、ポストゲノムプロジェクト

としてタンパク質間相互作用を網羅的

に抽出してくる実験技術が開発されてき

ました。その結果、膨大な相互作用のデ

ータが蓄積されつつあります。しかし、こ

れらが本当に意味のあるデータなのか、

意味のあるデータだとしたらどのようにし

てその意味を調べればよいのかといった

ことは、これからの課題として残されてい

ます（図１）。

私たちは、相互作用しあっているタンパク

質の関係を収集し、それから「タンパク質

が細胞内でどのようなネットワークを作っ

て働いているのか」をコンピュータで調べ

るためにBRITEというデータベースを作

っています。図２は、新しく分かった相互

作用の情報を既知のネットワークに重ね

合わせたものです。新しい相互作用に含

まれるタンパク質が○で示されています。

どんなやり方で、どんな知識を調べること

ができるのかを、ぜひポスターを見ながら

質問して下さい。

タンパク質間相互作用データベースBRITE

五斗　進 京都大学化学研究所バイオインフォマティクスセンター出展責任者
所 属
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遺伝子配列データおよび
遺伝子発現データを分類するための情報技術

阿久津達也 京都大学化学研究所バイオインフォマティクスセンター出展責任者
所 属

ヒトには数万の遺伝子があると言われて

いますが、まだ、機能のわからない遺伝子

が数多くあります。そこで、遺伝子配列デ

ータからコンピュータにより機能を予測す

るため情報技術を多くの研究者が研究

しています。また、遺伝子の発現量（≒

遺伝子の作るタンパク質の量）とがんな

どの病気には関係がある場合が多いで

すから、遺伝子発現データを用いて、より

精度の高い診断（どの病気かの予測）を

行う方法についても多くの研究者が研

究しています。

配列データや遺伝子発現データから高

精度の「予測」を行うためには、今までに

わかっているデータをできるだけきれいに

「分類」することが重要です。そこで、私

たちは、配列データや発現データを、でき

るだけきれいに分類するための情報技術

の研究を行っています。そのために最近、

私たちはサポートベクタマシンと呼ばれる

情報技術（マシンとは言っても単なるプ

ログラムのようなものです）を用いた研究

を行っています。このサポートベクタマシ

ンを用いて、配列データおよび発現デー

タを、どのように分類し、予測するのかに

ついて、デモも交えて説明いたします。
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遺伝子の中の不思議な存在：
イントロンは何のためにある？

郷　通子 名古屋大学大学院理学研究科生命理学専攻出展責任者
所 属

遺伝子DNAにはタンパク質の設計図が

描かれています。タンパク質は様々な生

命活動を担う働き手です。ヒトやメダカ、

イネなどの遺伝子では、エクソンとイント

ロンが交互に並んでいます（図１）。エク

ソンはタンパク質の設計図（情報）です

が、イントロンはタンパク質の情報をもち

ません。イントロンは意味のない、ただ切

り捨てられるDNAのように見えます。な

ぜ、生物はイントロンをもつのでしょうか？

このなぞを解くヒントはタンパク質にあり

ます。タンパク質はモジュールと呼ばれる

小さな部品のつながりであることが、日本

で最初に発見されました。多くのイントロ

ンを調べたところ、モジュールとモジュー

ルのつなぎ目に見つかることがわかりま

した（図２）。これは、エクソンがひとつの

モジュールか連結した２つ以上のモジュ

ールに対応することを示しています。さら

に、モジュールはタンパク質の働き（機能）

を担っていることも、わかってきました。生

物は進化の過程で、モジュールをつなぎ

合わせて、さまざまな機能をもつタンパク

質をつくってきました。イントロンはエクソ

ン（モジュール）をつなぎ替えるのりしろ

の役割をする

大切なDNA

なのです。
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（図1）色々な出来事（外
部からの異なった刺激）に
応じて細胞の状態が変わ
り、それに応じて細胞内の
カルモジュリンは形を変え、
働きかける相手を変えるこ
とで細胞を操作する。その
結果、細胞の集合体であ
る生物は、刺激に応じて異
なった反応を示す。

（図1）相互作用からの知識抽出

（図2）新しい相互作用を既知のネットワークに重ね合わせた例

（図2）各々の抗体は特定の相手にしか働き
かけることはできないが、集団を形成すること
で外敵の侵入から人体を守っている。抗体の
標的認識部位を取り出して組み合わせること
で、新たな機能性分子を創造することができ
るかもしれない。

（図3）キシラン分解酵素におけるキシラン結合に
関わるモジュール（豆細工モデルは基質結合残基）

（図2）キシラン分解酵素のモジュール
構成（312残基、22モジュール）

（図1）遺伝子からタンパク質へ


